

遠ホか錫電気ヒーター 

IFH-30TN 



このたびは、巧な r 适おか德更気ヒーター J をお買い上げいただまましてまことにあ y がと5ごぜいます。 
ご使用前には必ず取巧説明*をお読みください。なお、巧扱锐巧 S は大切に巧皆してくだない。 

この製品は、巧かではご巧用になれ秉せん。 

USE ONLY IN JAPAN. 


A を意 後下 C 巧巧丈化ず守 3 て < だまい • 


据巧工事が必要でず。 

参ま気工事は、かずち気工事±ゆち資格ち、話をを g けたま気エま店に巧療し、ま気設お基を-巧お 
規定に從つた設ちをして<ださい。資格を持たない方はおがに設置しないで<ださい。爲巧や感更 
ま巧の原因とな y ます。 

•接続 S おはヒーター専巧でご徒頂ください。同じ更おに復巧の巧器を接稳ずると割王時下を起こし、 
ヒーターの 巧巧になぜ y ます。 

参まおコードは巧属されてお y ません。 

•まおコードは長なに応じて巧おの消寶巧力に十分が巧でま S ぶさのコードをご箱巧ください。 
(必要が上に長 L 口ードや径のが!いコードは巧気の客置不足を起こし、巧居原因にな y ます。） 






【安全上のご注意】 

♦ご使用になる前に巧を上のご注意ををくお爵みにな y 正し<お擅い<ださい6 

♦ここにおした注意事頃は、巧 S ないと人身事がや物的損き、化炎に結びつく重大な巧容をお巧していまず。 
♦読み巧ねつたあとは、お使いになる方びいつでを見 S れる巧巧にな首してください。 

♦本巧を度ちなれる族は、化ず巧扱が期*をがけてお霞しください。 


表示と意な 


ぶ度告 

巧巧を間这つた巧合に、人が巧 t 、 または重なを負ラ巧能巧、および物的損害•义歡の危 g 巧が 
想をされる内容を表記しています。 

A 絶夏 

巧用を固違った*合に人がな寒を負ラを巧巧-物的損表の淀まが想定される内容を表記していまず。 


XA ; ち g の欄に記載したま頂でち、が巧によっては靈大なま巧に結びつく危巧性があ y まず。 
まをにご瘦巧していただくために、いずれゆを意を必ずお守 y ください。 

巧上ゆ盾巧についてずべてのが巧をず測ずることはでまません。 

ここに記載したを意ま煩1^*みにち充かな配巧をしてご樓用 < 挖さい。 


図 

記ちの例 

國記号の意味 

(S) 

禁止 

巧な⑩禁止を兼しまず。 

〇 

強制 

朽為を苗制-搭をずる内容を示しまず。 

A 

を意 

を煮をなす内容を赤しまず。 


As 告 

-巧気エ巧は、必ず里気!:事±のち資宿ち、顏定を受けたち気工事店に巧煩し、電気殺備 
基巧-巧緑規定になった設芭をして<だない。資格を稼たない方は巧がに設垣しないで 
<ださい。巧巧や感ち奉がの原因とな y ます。 

〇 

■アース（接化）エまは叙ず巧って C ださい。エまほち気王を±のちち格ちに依頼して 
<ださい。アースお i まガス管-水道管-ち話のアースお-进雷が等には接続しないで 
<だない。爆発や火おまがの原因とな y まず。 

〇 

-分解*敬迄は絶がにしな U でください。分解* asi を污った驗点で一视のな誕の巧をがと 
させていをだまます。また、か稱- K 造を原因とするま巧-損害などに摘して、当なは 
一巧ゆち巧を負 U かねます。 

〇 

-商品の»@0£4|の堀11によ从商品が破損レた y 、 isy 巧け部品がかれた y 虹がった y ずる 
巧をがあ y まずので、ご往巧前に吸ずお馬して、蛋規のが;態でご使巧<ださいまずよラ 
お巧いいちしまず。 

〇 

，倍ち発生時1ま、本德⑩ちおスイツチを ON にしたままが居しないで<ださい。ち気が 
回をしたとを黄熱ち開始され、思わめ事巧の原因とな y 大繁危换です。 

〇 

-可燃性ガス-揮発巧の巧が-盾お物の側やな管巧巧では絶城使巧しないで<だな U 。 

爆発や义巧まがの原因とな y 秉ず。 

〇 

-スプレー巧等を本体の近<に画かないで<ださい。 

爆発や火炎ま故の原因とな y ます。 

〇 
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A 含告 

-がえやずいちのを本体の遍<に置いた y 、 燃克やずいちのの側で使用しないで<だない。 
义洪まなの原因とな y まず。 

0 

-ヒーターの前面 1 m 贼巧に反射物（お-アル吉巧-ガ青ス巧品等）や房き物を垣いた y 、 
壁面に向けた y しないで<だない。义淡や変形の原因とな y まず。 

Q 

-本巧は巧画専頂でず。モの他の巧をで使用レないで<ださい。 

义おや事巧の原因とな y まず。 

〇 

•本巧は水平で凹凸の巧い巧定しち巧兩に拔■して<ださい。 

〇 

-及時固風! 1 の同じ巧所に照射しないでくださ U 。 低温ヤケドを負 5 危険巧びあ y ます。 

巧虜が捉いち-おす樣 * お年岳 y * 旧巧を誘 5 巧（カゼ巧-巧お剤-睡旧巧等）を服巧 
して US 巧*巧労の黄 1 しい巧-深酒をしちち等は特にごを意ください。 

〇 

-本体の扇□部やお囲に針をやピン等のを眉物を差しをんだ y 、 まいだ y しないでください。 
感まや巧ち事な、異なな巧、巧盾等の原因とな y まず。 


•ガードをタトしたまま植用しな U でくださ U 。 発媒かは富温（約 7 〇〇で）にな y ますので、 
大を危巧です。 

Q 

-機械の調子が悪かった y 異常に急がついたとさは、直ちに庙兒を中止し、舌源を切 y 、 

お頁いまめの販売店にご巧談<ださい。 

〇 

• 常に人がいる巧巧でご使用<ださい。巧れるとまには必ずち源を OFF にして<ださ U 。 

〇 


A 注意 

•本巧の巧なは、巧扱親明書に従って正し<巧って<ださい。 

巧なが不完をでずと、恩 S •おち•义雄-ケガ等の原因とな y まず。 

〇 

-周辺涵度 一10 で〜2〇でゆ節囲かでは庙巧しないで<ださい。本化が異巧加熱した y 、 

正巧な動巧をしない復るがあ y まず6 

0 

-湿度が抑％!ん t ある場所（サウナ-浴室.瞄を所等）では括巧しないでください。本な:が 
異な加おしち y 、 正巧な動巧をしない場るげあ y まず。 

〇 

•本機は屋巧巧でず。水のかかる場所や雨水のかかる場所、屋タトでは使用しないでください。 
感巧 * 巧巧ま巧や紀爲不良等の原因とな y まず。 

〇 

•不ま定な运巧、お a の発をずる場所では笛南しないで<ださい。火災やま巧等の原因と 
な y まず。 

(S) 

-本巧は巧房ま巧です。巧おや調理等の化の雨途には使用しないで<だな U 。 をお，を頁 
-巧义等⑩お因とな y まず。 

Q 

-貪品*美術工芸品•毛巧*巧巧*動祖物等のを揉や保温等の巧巧な巧をには箱頂しないで 
<ださい。远資巧下貪の原困にな y ます。 
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を意 

• 濡れた手で操作しないで<ださい。感是-煩ちまがの原因とな y ます P 

Q 

，本巧に水やおを等をこぼさないでください。巧一こぼしてしまつた巧をには、ずぐに 
使用を中比し、お買い求めの販売店等に庶おを巧療して<だない。 

Q 

•をお阻 M で巧にお射しないで<ださい。ヤケドやケガ、目を傷める朦因とな y ます。 


-本巧にタオルや巧等をかけないで< だない。义おの原因とな y ます。 

Q 

-本な:巧面と壁との同は SOcmKLh がしでご確用 C ださい。义没やをお-をを等の原因と 
な y まず。 

Q 

-本巧に強い衝擊をちえに y 堀した y しないで<ださい。故盾や事巧の原因とな y まず。 

S ) 

-化巧中や使巧直傲こはか分やガードが謀くなつてい東すので、规卜1孤らないで 
<ださい。おクドやクガの原因とな y ます。 

Q 

• 直が曰巧び当たる巧所では使活しないで<ださい。巧を-巧形等の原困とな y ます。 

Q 

•巧貪巧の物頁（巧-アルカ U 等）が発をずる场厮では巧巧しないでくださ U 。 巧房の 
原因とな y まず。 

Q 

-滿离体の一部分が香レくがるくなるまたは暗くなる巧をは、発熱巧の寿瑜ですので直ぐに 
使用を中止し、お頁いまめの販売店に連巧して<だない。そのまま使巧を療けますと、 
忌ま’漏ちまなや火災等の原因とな y ます。 

0 

-体感涅度が上にあ旧が湿められて高温になつていることがあ y まずので、あ服の通度を 
巧誌しながら使巧して<だない。ヤクドやクガ等の原困とな y 蒙ず。 

Q 

-本ががな倒した W 合はずぐに起こして<だない。まを装置が面いて運おを惇止してち、 
発熱巧の余熟で义災等の原因とな y まず。 

O 
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本体と電源の接続 


A 警告 


•巧気エまは、おずち気エま±のち貸宿ち、認定をちけたち気エま店に依箱し、ち気設備基を-巧お 
規定に従った設直をして<ださい。資格を持たない方は巧巧に設居しないで<だない。届更や感巧 
ま巧の原因とな y 蒙ず。 

•アース（接地）エまはおず巧コてくだない。王まは巧気エま±の有資橡教こ巧おしてください。 
アース傑はガス管-水道管-ま話のアース房-適ちが等には接精しな U でください。巧疑や乂災事なの 
原因とな y ます。 

•巧おコードは巧届されてお y ません。がおの長さに巧じて適巧な太さの3— ドをご購入のラま、 

参を爲ち巧はヒーター専用でご狂巧<ださい。同じ至源に巧巧の機器を接拐するとち圧留下を起こし、 
ヒーターの巧居に巧が y まず。 

参電おコードは長なに応じてなおの消費を力に十分おおでまる太さのコードをごほ巧ください。 

(の埋张 Ub に長いコードや廷の細いコードは巧気の客 S 不足を起こし、巧器の巧脚！因にな y まず。） 
•分巧-巧造は兜巧にしないでください。分 S ■ 巧造を巧っち時点で^切の巧旣の巧をかとなせて 
いただをまず。また、分巧-巧造を原因とするまな-損害などに巧して、当なは一切の頁巧を負い 
かねまず。 

•本巧は床运専巧です。その他のちまで巧巧しないでください。义洪や事巧の原因とな y まず。 

① 本化背面にある更想ボックスのネジをタトして、 

お源ボックスを副ま化します。 

② 軍源ボックスのグ□乂ットから軍厢コードを巧し、 

端子台の近 < まで^コードを saa してください。 

這)更おボックス巧の配な巧綻巧の端子台に軍原 
コードを接拐します。巧お不良や接胜不良を 
巧ぐため、更源コードゅ巧瑞にみ描モ等を K 巧 
加；]:して靖モ台にを続して < だな U 。 

® アース描子にアースおを巧巧けてくだホい。 

©軍源コード固定貝でち源コードを固定し、更源 
ボックスのカバーを元に戻してください。 

•軍源コード度びアース綜は、10而が巧の長さで 
ご植用<だないますよラお願いいたします。 

( lOmlU 上の長さでご笛巧にな S 巧合には、 

おず S 巧エ巧±等のち資格ちにご巧該ゅ5ま、 

お切な太さのま源コードをご使巧<ださいます 
よラおおいいたしま才。） 

-お手入れや J 顧)!巧ご淀吊されないとさ等^本ホへの 
お気のおおを止め6れ3よラに、ブレーカーや 
駐巧お等から本化へ扣綜を巧って<ださい。 

X •涵更プレーカーは本な1台につを1恼をおず 
設置してくださ U 。 

X •軍源の]留が>做膊の巧^事（百说作業）狀 
軍気3^こよ化巧廣ほ舌がことは 
でまません。おずま気工事±等の有資巧看に 
工事を巧頼して < ださい。 

«觀8搭ちのエまによリ>^?1«^ (惑ち等）及び 
巧的が害（シ3—卜-爲更-なおの破 i 等）が 
巧をした巧合、な延巧をかとな y ますので、 

ごを居 < ださい。 
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使用方ま 


A 警告 


♦可燃をガス-巧斌4のおが-危巧物の側や保侵巧巧では!巧0使用しないでくだない。巧発や义淀まぶの 
原因とな y ます。 

♦スプレー巧等を本がの巧< に运かないで<ださい。巧発や义淡事がの原因とな y まず。 

•が无やずいちのを本みの近くに居いたん游えやずいちのの側で使巧しないでくだない。义没まがの 
原因とな y ます。 

•ヒーターの前面1 mlJI 巧に反射物（摸-アルミ巧-ガ5ス»品等）や巧き物を置いた y 、 壁面に 
向けた y しないでください。义戴やをおの原因とな LJ ます。 

•角度調整 

-左ちの本ががスライドレールにおつてめ11ドち巧を変えることがでさます。 

X 本体の方向を調ちずるとさは、巧おをの y 本れがを无てから巧ごてください。ヤクドやケガの恐れが 
お LJ まず。 



•電源スイツチ 

* 巧おスイツチを ON にずると巧源ラシブが点なしまず。 ON 
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OFF 







•移動方を 

•を固!なせるとさは、 S おスイツモを切 y 、 本ががををてから移動さはて<だない。 


①本体背面の□ックウイングを間まます。 

X □ツクウイングを開かないと、按動中に左ちの本巧が酒れてケガをずる恐れがあ y まず。移動の族は 
おず□ツクウイングを開いて<ださい。 


田じたが]« M いただ度 



ロックウイシヴ 


©取っ手を持ち、キサスター方向に倒して移動します。 
X 巧®時は拓おなれた S おコードにごを意< だない。 



•起倒時遮断装置 

-本巧にはお巧!時に巧煩を追断する転助時擅巧ち百が巧唐されてお y ます。使巧中に本巧が拉切した巧合、 
ま源が渡巧されます。 

X 本巧がち倒した巧るはすぐに起こしてください，転倒したままにしておきますと、発巧脉のをなによ y 
义炎の原因とな LJ ます。 




保守と点巧 
♦発熱体の点巧 

-発熱巧は定期的に確湿してください。 

•お蘇巧の一部が著しく明る<なった y 、 盾<なっている巧食は発熱巧の寿命でず。直ちに巧用を中止し、 
お買い求めの跟売店に連絡して<ださい。 

• X そのまま巧用を糕けまずと、感ま-巧を-义炎柔巧等の原因とな y ます。 

♦本化の清掃 

•柔らかい巧を滿 6 し、固く絞って程くな:さまず。ちれがひどいとまには申な巧剤を巧に换みをませて 
巧いてください。 

X ペンジン-シンナー等のち巧溶剤は馆巧しな U で<だない。 

•電源コードの点ち•清掃 

-巧おコードが巧おていないか確誌して<ださい。巧おが見つかった巧合には速やかに使用を中止し、 

巧 気工事の専門冀ちに点巧-お理を依煩してください。 

《巧巧したまま使巧しますと、感 ま •漏を-义災事巧等の原因とな y ます。 


♦反射巧の清掃 

①ヒーターのスイツチを OFF にし、お巧プレーカーを 
r 切 J にして<ださい。 

® 本化びぶまるまでお!如分程お待ち < ださい。 

《使巧除猪獻が低 ㈱ 6は大掘 as になってお y 、 城れると 
ヤケドしまず。 

負)ガードを留めてい S ネジ（巨® m ) ちかしてガードをみ b まず。 
• X ガードをタトずとま!巧 i 运巧んだ y 、 巧等でクガをずる恐がが 
あ y ますゆでご注意ください。 

爲柔5かい巧を羅らし、固<絞って程<がままず。汚れが 
ひどいとまには中性洗剤を巧に染みをませて巧いてくだせい A 
• X ペンジン.シシナー等の有機沼剤は便巧しないでくだせい。 


反射巧はアル5製で M ががさやすいので、柔6かい巧 
Ui 外は®用しないでください。 



•漏電 ブレーカーの 作動点巧 

-漏 S プレーカーのテストを1月に1回脚上巧い、正常に作動 
(入-►切）ずることを確認して<ださい。 


テス^^ポタン 






























トラプルの原因と巧策 


巧盾の種類 

原 因 

巧 巧 


•まおが入つていな U 

-ち想を確認ずる 


* 巧ちブレーカーが r 切 J になつている 

-巧巧プレーカーを r 入 J にずる 

巧まらない 

•巧相している 

-巧気工事±に巧気エまを巧巧ずる 


-発お巧の寿帝 

* 巧巧の巧障 

-お買い求めの販売店に相談する 


-お頁い上げを巧めての®用 

-お森巧に巧ちしている油やおが焼けて 


-季節始めの淀巧 

いる（巧巧ではあ y ません） 

焦げ旁い 

•本巧に巧かを載はている 

-反お巧に紙やシールをがつている 

‘物を載せち y 柯かを姑つ fcy しない 

-本巧のお<に何かを垣いてある 

• ヒーターの前面 1 m な巧に巧をちいた y 


•本巧を壁に巧けている 

壁に向け tey しない 


-を巧がの寿命 

-巧械の故房 

* お巧 U 求めの販売店に巧おずる 

ち爲が 
乂 6ない 

•醒おエまをしていない 

•巧巧している 

-ち気エま±にち気エまを巧巧ずる 

-おちブレーカーが r 切 J になつている 

-涵巧ブレーカーを「入 J にずる 

-まを装置が巧いている 

，如分ほどながを休ませる 


-機械の故房 

-お頁いずめの販売店に相談す S 


上妃のことを魚巧してちをね S ないち合には、ま重のため直ちに®话を中止し、お頁いあめ販売店まで 
お因い合わせください。 


9 

































